






























・周 産期母子医療セン ターま でのアク セス について は、 60分 以内 ＇（通常の一 般車両）に アク セ ス可

能 な人 ロカ バー率は全て の2 次医療1 i!1で 99％ を超えているこ とか ら、お おむね医療機関へのアク

セス 性が確保 さ れてい る状況で す。

今周 産期母子医療セン タ ー の人 ロカ パー 率

京都府全域 96.3% · 99.6 %  99.9%  

丹後 6 0.5 %  97. 9%  98.4 %  

中丹 94 .8%  98.9%  99.2%  

南丹 86.8%  97. 3%  
·

99.7 %  

京都 ・ 乙 訓 97.8%  100.0%  100.0%  

山城北 98.7%  100.0%  100.0%  

山城南 96.5 %  100.0%  100.0%  

出典： 京 都府立医科大学 吉井健悟講師による分析デーク ( E SRI ヅャ^ ツ （株）
のNet 胃ork A nol ystを使用 （ 令和 2 年国勢調査デー ク））
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＜謀題＞

0 医師の地域偏在 ・ 診 療科偏在

・ 全国 的に偏在 が著 しいと 言 われる産科僅 濱い人 科含む）、小 児科の令和 2 年の医師数は、 い ずれも

全国平均を上回っ てい るも のの医師の確保が困難な状況にあ り ます。僅 芽k 医師数2 79人 （ 全国

11, 6 78人 ）、1 5~ 49歳 女性人 口10 万人 当た り 5 5: 1人 （ 全国 46. 7人 ）、小 児科 ：医師数 460人 （ 全

国 1 7, 997人 ）、小 児人 口10 万人 当た り 1 56. 7人 （ 全国 119. 7人 ）） （ 再掲）

0 医師の働き方改革・ 勤 務環境改善

・ 病院勤務医や産科・ 産婦人 科医等特に勤務環境が過酷と さ れる医師の負担軽減に向けた対策が必

要で す。 （ 再掲）

即 策の方匝

目指す方向

►  全て の地域における 医師確保の推進と 効率的な医療提供体制の確保

目標（ 取組の方向性）

( 1 ) 医師

① オー ル京 都体制による 総合的な医師確保対策の推進

② 医師の地域偏在の解消に向けた対策の充実

③ 医師の診療科偏在の解消に向けた対策の充実

④  医師の働き 方改革を踏ま えた対策の充実

⑤  各医療圏の医師確保対策の推進

①  医療提供体制の充実

② 各医療圏の医師確保対策の推進

具体的な施策

( 1) 医師

～医師確保ワー キングチー ム及び京都府医療対策協議会で謙論のため省略

( 2 ) 産 科・ 小児科

① 医療提供体制の充実

· ,分娩数の急減が見込まれかつ医療資源が限定さ れる 府北部地域にお ける 各医叛機関の役割分

担、 安心 • 安 全な分娩の安定的な確保の推進

・妊産 婦の高齢化傾向による ハイ リ スク 母胎 • 新 生児に対する 医療の需要は高いこ と を踏 まえ

た、地 域周産 期母子医療セン ターの適切な配置や 2 4時 間3 65 日 分娩可能な体制の維持

・ ニ 次医療圏［こと ら われず、 府内一 円で対応する 緊急性及び専門性の高い治療が必要なハイ リ

スク 分娩をはじ めと する 分娩に対応する ため ICTを 活用し た地域医疫ネ ッ ト ワーク の導入促

進

② 各医療圏の医師確保の方向性

（丹後医療圏）

［産 科］

・ 京都式分娩取扱医師偏在指標は府内で中位である も のの、国 の分娩 取扱医師偏在指標では相

対的医師少数区域ではないこ と 、将 来推計 （ 分娩件数令和 17 ,年／令和 4 年比） o. 70 と 分娩件

数の減少率は最も高く なっ ている こ と や、京 都・ 乙 訓医療圏から の通勤も 困難である こ と も

踏まえた積極的な医 師確保の推進

［小児科］

・ 京都式小児科医師偏在指標は府内で最も 低く ． 国 の小児科医師偏在指標では相対的医師少数

区域ではないこ と． 将 来推計 （ 年少人口令和 1 7年 ／令和 5 年比）0 ．64 と 年少人口の減少率は

最も 高く なっ ている こ と や、京 都・ 乙 訓医療圏から の通勤も 困難で ある こ と も 踏ま えた 積極

的な医師確保の推進

（中丹医療圏）

［産 科］

・ 京都式分娩取扱医師偏在指標は府内で2 番目に低く 、 国 の分娩取扱医師偏在指標でも 相対的

医師少数区域と なっ ている こ と や、将 来推計 （分娩件数令和 17 年／令和 4 年比） 0 ,90 と 分娩

件数の減少率は府内で も 中位で推移する こ と を踏ま えた重点的な医師確保の推進

［小児科］

・ 京都式小児科医師偏在指標は府内で中位であり 、国 の小児科医師偏在指標でも 相対的医師少

数区域ではないこ と や、将 来推計 （年少人口令和 17 年／令和 5 年比） 0 .8 2 と 年少人口の減少

率は府内でも 中位で推移する こ と を踏まえた． 医師確保の推進

( 2 ) 産 科・ 小児科
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（南丹医療I ll)

［産 科］

・京 都式分娩取扱医師偏在指標は府内で最も 低く 、国 の分娩取扱医師偏在指標では相対的医師

少数区域と なっているこ とや、将 来推計（分娩件数令和17 年／令和4 年比） 0 .8 0と 分娩件数

の減少率は府内でも 上位であるこ とを踏まえた、重 点的な医師硫保の推進．．

［小児科］

・京 都式小児科医師偏在指標は府内で中位であり 、国 の小児科医師偏在指標では相対的医師少

数区域ではないこと や、将 来推計（年少人口令和17 年／令和5 年比） 0. 74 と 年少人口の減少

率は府内でも 上位であるこ と を踏まえた、現 状の維持・ 拡充

（京都・ 乙訓医療圏）

［産 科］
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・京 都式分娩取扱医師偏在指標は府内で最も 高く 、 国 の分娩取扱医師偏在指標でも 相対的医師

少数区域ではないこと や、将 来推計（分娩件数令和17 年／令和4 年比） 0. 96 と 分娩件数の減

少率は府内で最も 低く 推移するこ とを踏まえた、現 状の維持 ・拡充

［小児科］

・京 都式小児科医師偏在指標は府内で最も 高く 、国 の小児科医師偏在指標でも 相対的医師少数

区域ではないこと や｀将 来推計（年少人口令和1 7 年／令和5 年比） 0. 87 と 年少人口の減少率

は府内で•も 下位で推移すること を踏まえた、現 状の維持・ 拡充

（山城北医療圏）

［産 科］

・京 都式分娩取扱医師偏在指標は府内で2 誉目に高く 、国 の分娩取扱医師偏在指標でも 相対的

医師少数区域ではないこと や、将 来推計（分娩件数令和17 年／令和4 年比） 0 , 88と 分娩件数

の減少率は府内でも 中位で推移すること を踏まえた、現 状の維持・ 拡充

［小児科］

・京 都式小児科医師偏在指標は府内で2 番目に高く ｀ 国 の小児科医師偏在指標では相対的医師 ．

少数区域ではないこと や、将 来推計（年少人口令和17 年／令和5 年比） 0, 77と 年少人口の減

少率は府内でも 中位で推移すること を踏まえた、 医師確保の推進

（山城南医療圏）

［産 科］

・京 都式分娩取扱医師偏在指標は府内で中位であり 、国 の分娩取扱医師偏在指標では相対的医

師少数区域ではないこと や、将 来推計（分娩件数令和17年／令和4 年比） 0.93 と 分娩件数の

減少率は府内でも 下位で推移すること を 踏まえた、 医師確保の推進

［小児科］

・京 都式小児科医師偏在指標は府内で2 番目に低いも のの、国 の小児科医師偏在指標では相対

的医師少数区域ではないこと や、将 来推計 （年少人口令和17 年／令和5 年比） 0, 85 と 年少人

ロの減少率は府内でも 下位で推移すること を 踏まえた、重 点的な医師確保の推進
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厚生労働省調

． 医 師少数 区域 査

府内 の医 療施設で 従事 医 師・ 歯 科医

C l  する医 師数 い 口1 0万 332.6 人 令和 2年 度 338.4 人 令和 12年 度 師・ 薬剤 師続

対） 計

C 2  
キャリア 形成プログラム

9 人 令和 5年 度 175 人 令和 I I 年 度
京都府 医 療課

適用同意者数 覇ペ

C 3  
臨床研修 ガイ ド プッ ク

1, 000部 令和 5年 度 1,2 00部 令和 11年 度
京都府医 療課

配布数 調べ

C 3  
就職活動フ ェ ア におけ

2 回 令和 5年 度 3 回 令和 11年 度
京都府 医 療課

る出 展回数 調べ

C 4  
政策提案・要 望活 動の実 必要 に応 じ て

施件数 実施

キャ リア形成プログラム

C 5  
適用予 定医 師の医 師確

6 2人 令和 5年 度 100人 令和 11年 度
京都府 医 療課

・

保困 難地 域の医 療機関 詞ベ

へ の派 遣医 師数

C 6  
夏季実習、 地 域医 療体

各 1 回 令和 5年 度
合同実施に

令和 11年 度
兄都府医 療課

験実習等の開 催件数 より 2 回 調ペ

臨床研修 にお ける小 児·
京都府 医 療謀

C 7  産 科重点プ ロ グ ラムの 13 名 令和 5年 度 13名 令和 11年 度
訊ベ

採用数 （年 間）

専門研修 にお ける府内
京都府医 療課

C 7  医 師確 保困難地 域への 354 名 令和 4年 度 7 00名 令和 11年 度
調べ

派 遣延ぺ医 師数

C 8  
地 域医 療硫保研修 · 研

7 病 院 令和 5年 度 1 0病院 令和 11年 度
尽都府医 療課

究支援事業活用病院数 調べ

大学院医 学研究科授業
26 名 令和 5年 度 4 0名 令和 11 年 度

尽都府医 療課
C 8  

料等 助成事業活用人数 調ペ

C 9  
周産期医 療ネ ッ ト ワー

5医 療圏 令和 4年 度 全医 療圏 令和 11年 度
京都府医 療課

クの導 入医 療囲数 調べ

地 域医 療確保奨学金1こ
京都府 医 療課

C l O よ る特 別加算制 度の利 3 名 令和 5年 度 1 0名 令和 11年 度
詞ベ

用人数 （年 間）

超過勤務が年 9 6 0時 間
京都府 医 療謀

C 13 を超過す る医 師が 在籍 25 病 院 令和 4年 度 13病 院 令和 11年 度

している医 療機関数
調ペ
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